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1）研究の背景
都市域のア］j)ぺードは，ピルキャノピー内の多重散乱（あるい
は日陰の効果）によって低下する以ida 1982; Aida and Gotoh, 
1982; Kondo, 2001）.同時に建物の複雑な幾何形状により反射
光の非等方性が強丈なるこのため， FOY-<の小さなセンサーはア
そこで本研究では都市域を主な対象とbて航空機観測を行い，非
等方性反射の影響を受けないアルベードを計測した．その結果を
もとに都市域を含んだ陸面でのアルペードモデルを作成した．今回
はモデルの概要とLANDSATデータに適用した例について紹介する
ルペードの計測にほ不向きである．
2）計混IJ
ヘリコプター に搭載した分光放射計（英弘精機 MS200）により
475, 525, 675, 750 ドmでの上向放射量を計測した｛札幌弘上
空， 1994年8月5日14:00前後）. Takamura et al. (1992）にならい上
向き放射量と，同時に計測はたエアロゾJi!の鉛直分布よりから地
表面の分光反射率を求めた．
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このモ売ルで求めた介先度射率と新空機観測による結
果~i較を図2(::, LA肉DSATデータに適用して求めたア
ルベー ド分布を図3（こ示す．今後この毛デルの精度検誕作
業を行ラ予定である．
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